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鉄コーティング直播における出芽安定技術の確立 
 近年、普及が進んでいる鉄コーティング直播

栽培は、育苗、移植の必要がないため、大幅に

コスト、労力を低減することができます。 

 しかし、播種後の出芽、苗立ちが不安定であ

ること、雑草防除が難しいことなど、いくつか

の課題があります。 

 これらの課題を解決するため、試験に取り組

んだ結果を紹介します。 

１ 鉄コーティング前の浸種時間の検討について 

 通常、浸種処理を行って発芽を促した後に、

鉄コーティング処理を行います。これまで有効

積算温度（最低水温 10℃）40〜60℃が推奨され

てきました。今回、浸種処理後、コーティング

を行い、インキュベーター（気温 15℃）内で発

芽の状態を観察した結果、60℃（10℃×６日間

（144 時間）、20℃×３日間（72 時間）の２水

準で試験）まで浸種を行うと、水稲の発芽が始

まり（写真）、コーティングに用いる焼石膏の

硫化物イオンや鉄の発熱等の影響で、特に 20℃

×３日間処理で発芽率が低下することがわかり

ました。また、無浸種（有効積算温度０℃）で

コーティングを行うと発芽率の低下は防ぐこと

はできますが、発芽が揃うまでの時間がかかり

ました。積算温度 40℃（10℃×４日間（96 時

間）、20℃×２日間（48 時間）の２水準で試験）

まで浸種を行うことで種子が活性化され、発芽

率が無浸種並みに確保でき、かつ、発芽が無浸

種よりも２日程度早まる結果となりました

（図）。 

 なお、発芽が揃うことは、除草剤の適期処理

にもつながります。 

２ 播種粒数について 

 点播の場合、３粒/株播種では、欠株率、１本

苗率が高くなり、減収する可能性があります。

６粒/株播種することで欠株率が抑えられまし

た。なお、栽植密度を 50～60 株/坪とするため

には、６粒/株播種では、３～４kg/10a のコーテ

ィング種子が必要になります。 （水稲研究室） 
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研究成果  

図 浸種処理積算水温ごとの発芽率 

  （2017、2018 年産コシヒカリ） 

表 播種粒数ごとの苗立率、欠株率、１本苗率

（2017 年） 

播種粒数
苗立率
（％）

欠株率
（％）

１本苗率
（％）

３粒播き 59.6 5.2 30.2
６粒播き 55.5 1.2 4.1
９粒播き 57.5 0 0.6

写真 積算 60℃（20℃×３日間）浸種で 

   発芽した種子 
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うどの生理障害対策 
本県が育成した「栃木芳香１号・２号」は、

収量性が高く、軟白茎が白く、曲がりが少な

いことから現地導入され、平成 27 年から本格

的に市場出荷されています。  

しかし、「栃木芳香１号・２号」は、収穫時、

葉柄やわき芽に褐変障害が発生することがあ

り、その対策が求められています（写真１）。 

そこで、「栃木芳香１号・２号」の褐変障害

を軽減する生産技術の開発に取り組み、褐変

障害の軽減にはカルシウムの添加が有効であ

ることを明らかにしました。 

１ 伏せ込み時のカルシウム添加 

伏込み時の芽土に苦土タンカルを芽土１Ｌ

当たり２～４ｇ添加することにより褐変障害

の発生が減少しました（表１）。  

２ 伏せ込み後のカルシウム散布 

伏せ込み後、0.5％塩化カルシウム液を１株

当たり 15ml、５日おきに３回、計 45ml 株表

面へ散布することで褐変障害の発生が減少し

ました（表２）。 

この結果を踏まえ、今年度は、上記２つの

処理の組合せに加え、株養成ほ場へのカルシ

ウム施肥について検討し、褐変障害軽減効果

を検証していきます。    （野菜研究室） 

 

 

 

表１ 芽土への苦土タンカル添加と褐変障害の発生程度別割合の関係（栃木芳香２号の結果のみ抜粋） 

芽土への苦土 

タンカル添加量注１ 

重量 

（g） 

主茎長 

（cm） 

褐変障害の発生程度注２別割合（％） 

なし １ ２ ３ ４ 

２g 719.7 73.4 53.4 8.6 1.7 10.6 25.7 

４g 671.0 66.9 55.1 9.4 3.7 9.7 22.1 

無 691.0 77.7 44.7 6.4 1.9 10.5 36.4 

注１ 芽土１L 当たりの添加量 

注２ 発生程度 １：水浸状 ２：褐色状１㎝以上 ３：褐色状５㎝未満 ４：褐色状５㎝以上 

 

表２ 塩化カルシウムの散布と褐変障害発生度の関係（栃木芳香２号の結果のみ抜粋） 

塩化カルシウム 

散布 

重量 

（g） 

主茎長

（cm） 

褐変障害の発生程度注別割合（％） 

なし １ ２ ３ ４ 

有 461.5 66.5 89.2  8.9 0.5  1.0 0.5 

無 453.2 60.3 75.4 11.9 3.4  6.0 3.3 

注 発生程度 １：水浸状 ２：褐色状１㎝以上 ３：褐色状５㎝未満 ４：褐色状５㎝以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 褐変障害が発生したうど 

  

成果の速報  
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土壌の炭素貯留機能の評価について 
二酸化炭素などの温室効果ガスは、近年の

地球温暖化の一因となっており、これらの排

出量の削減は、地球規模の喫緊の課題となっ

ています。 

一方で、農地に堆肥等の有機物が施用され

ると、有機物等に含まれる炭素の一部が分解

されにくい「土壌有機態炭素」となって長期

間農地土壌に貯留され、温室効果ガスである

二酸化炭素の排出量の削減に繋がります。本

県では県内 60 地点を対象として、アンケート

によるデータの収集や土壌調査および分析を

実施し、土壌中の炭素含有量の実態を把握す

るための調査を行っています。  

本県の調査データを統計処理した結果、地

目間での炭素量に差は見られませんでした

（図 1）。しかし、土壌グループでは、「黒ボ

ク土・多湿黒ボク土」と「灰色低地土・低地水

田土」間で有意な差がありました（図 2）。現

在はこれらデータを農研機構に提供し、作物

残渣のすき込みや有機物施用による土壌有機

態炭素の蓄積効果や、温室効果ガスの削減量

を調査しています。   （土壌環境研究室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

成果の速報  

※地表から 30cm までの量を示す。 

※図中の○は各地点の値、－は各土壌グループの平均値。 

土壌グループの「その他」は黒ボクグライ土、森林黒ボク土、褐色低地土、グライ低地土、

灰色台地土、未熟土を含む。 

図 2 土壌グループ別の炭素量 

図 1 地目別の炭素量 

 
※地表から 30cm までの量を示す。 

※図中の○は各地点の値、－は各地目の平均値。 
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栃木県水田土壌の硫黄の実態 
硫黄は植物の多量必須元素であり、作物の

生育には欠かせません。水稲だけでなく、水

田で作付け拡大が期待されるねぎ、たまねぎ、

にら等にも重要な養分です。しかし、農耕地

土壌の硫黄の実態についてはよくわかってい

ないことから、栃木県の水田土壌の硫黄の実

態について調査しました。 

今から約 30 年前（1989～1992 年）に県内で

採取した土壌約 240 点および近年（2015～

2018 年）採取した土壌 30 点の硫黄を調査し

ました。 

全硫黄含有率は約 30 年前、近年ともに平均

値 2000mg/kg 程度でした。一方、植物が利用

できると考えられる交換性硫黄は約 30 年前

が平均値 84mg/kg でした。近年の交換性硫黄

は平均値 39mg/kg でした。全硫黄の変化は小

さい一方で、植物が利用できる硫黄が減少し

ていることが分かりました。 

原因としては硫酸根肥料の使用の減少等が

考えられますが、明らかにはなっていません。 

今後は土壌の硫黄と作物の生育との関係に

ついて調査が必要と考えられました。  

   （土壌環境研究室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

成果の速報  

図 30 年前と近年における水田土壌の交換性硫黄 
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にらのネダニ類に対する物理的・耕種的防除法の検討  
 
にらのネダニ類は地下部に寄生し、収量の低

下をもたらすため、安定生産の大きな阻害要因

となっています。また、連作によりネダニ類の

密度が高くなりやすく、使用できる農薬の種類

が限られること等、有効な防除対策が少ないこ  

 

 

 

 

 

 

 

 
ともネダニ類の被害を大きくしています。そこ

で当研究室では、にら IPM 体系の一環として

ネダニ類に対する物理的・耕種的防除法を検討

しています。これまでに物理的防除法として、

にら作付け終了後の地表面のビニル被覆とハ

ウス密閉による高温処理が、ネダニ類の密度低

減に有効であることを明らかにしました。現

在、耕種的防除法として、地力の維持に有効で

あるとともに土壌中のネダニ類を増殖させな

い緑肥作物について、探索を行っています。  

 （病理昆虫研究室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

萎黄病耐病性品種「アスカウェイブ」を侵す 
イチゴ萎黄病菌の海外品種等に対する病原性 

イチゴ萎黄病は土壌や苗によって伝染し、い

ちご株を萎凋・枯死させる難防除病害の一つで

す。本病に対しては薬剤や耕種的な防除が困難

なことから、萎黄病耐病性品種「アスカウェイ

ブ」を育種素材として耐病性育種が行われてい

ます。その一方、これまでの試験結果から、県

内から採取した萎黄病菌の中に耐病性品種「ア

スカウェイブ」を侵す菌株がいくつか存在する

ことが明らかになりました。 

そこで、本病菌の病原性について詳細に調査

するとともに、新たな育種素材検索の一助とす

るため、これらの菌株を用いて海外のいちご品

種・系統に対する接種試験を実施しています

（写真）。       （病理昆虫研究室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験の紹介  

写真 ネダニ類の加害により下葉が黄化した

にら株とネダニ 
写真 緑肥作物の探索試験の様子 

試験の紹介  

県内から分離された萎黄病菌株（Ａ

とＢ）は、いちご品種・系統に対す

る反応性が異なる 

品種・系統① 

品種・系統② 

品種・系統③ 

品種・系統④ 

萎黄病菌株Ａ 萎黄病菌株Ｂ 

写真 菌株によっていちごの品種・系統に対する反応性が異なる例 
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ビール大麦「栃木二条 56号」の育成 
今回育成した「栃木二条 56 号」は、ビール

の品質低下を引き起こす原麦リポキシゲナー

ゼ（LOX-1）を持たないビール大麦です。栽培

性は、「サチホゴールデン」と比べて、出穂期

および成熟期が同程度の早生で、整粒重はや

や重く多収です。また、オオムギ縞萎縮病抵

抗性遺伝子 rym3 と rym5 を集積しており、縞

萎縮病Ⅰ＋Ⅲ型とⅤ型に抵抗性で、外観品質

を低下させる側面裂皮粒の発生が「サチホゴ

ールデン」と比べて少ない特徴があります（表

1）。麦芽品質については、「サチホゴールデ

ン」と同程度で優れます（表 2）。今後、LOX-

1 を持たない有望系統「栃木二条 49 号」と「栃

木二条 54 号」とともに現地試験等を行い、ポ

スト「ニューサチホゴールデン」を目指して

評価を重ねていく予定です。（麦類研究室） 

 

 

表 1 生育・収量 

 

 

 

表 2 麦芽品質分析 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

系統名・品種名 出穂
期

成熟
期

稈長 穂長 穂数 1穂
粒数

千粒
重

整粒
重

対標
準比

側面
裂皮

月.日 月.日 cm cm 本/㎡ dm g kg/a ％ ％ Ｉ＋III型 Ⅴ型

栃木二条56号 4.19 5.27 80 6.7 823 26.2 38.7 65.8 103 9.1 RR　 R　

標）サチホゴールデン 4.19 5.27 87 6.9 710 26.6 40.1 63.6 100 18.4 RR　 S　

参）アスカゴールデン 4.21 5.29 89 6.1 792 25.7 38.6 60.2 95 4.3 RR　 R　

注） 成績は2014～2019年の平均値
整粒重は水分12.5%換算値
dmは水分0%にした場合の換算値

縞萎縮病

系統名・品種名 発芽
勢

水感
受性

原麦
粗蛋白

麦芽
エキス

麦芽
粗蛋
白

可溶
性窒
素

コ-ル
バッハ

数

ジアス
タ-ゼ

力

総合
評点

麦汁
β -グ
ルカン

麦汁
粘度

％ ％ dm％ dm％ dm％ dm％ ％ WK/TN mg/L mPa･s

栃木二条56号 98 15 9.6 84.7 9.6 0.68 44.0 197 70.9 37 1.57

標)サチホゴールデン 96 19 9.7 85.3 9.6 0.70 45.3 193 63.6 38 1.60

参)アスカゴールデン 97 12 9.7 84.7 9.8 0.66 41.8 176 64.6 35 1.56

 　注） 成績は2015～2018年までの平均値

試験の紹介  
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